	就業規則の記載例②
　　服務規定及び懲戒規定に定めた例


(服務)
第○条　社員は、次の各号を守らなければならない。

　　　①～⑥　　略

7 円滑な職務遂行を妨げたり、職場の環境を悪化させるような相手方の望まない性的言動を慎み、また、その性的言動に対する相手方の対応によって一定の不利益を与えるような行為を行わないこと。

　　
（懲戒の種類）
第○条　懲戒は次の区分により行う。

1 訓戒　　　　～

2 譴責　　　　始末書を提出させ、～。　　　　　　　　　　（以下、略）
3 出勤停止　　始末書を提出させ、○日間を限度に～。
4 懲戒解雇　　即時に解雇する。

（懲戒の事由）
第○条　次のいずれかに該当するときは譴責とする。但し情状により訓戒とすることが
ある。

　　　①～⑤　　略

　　　⑥　会社内において、性的な言動によって他人に不快な思いをさせたり、職場の
環境を悪くしたとき。

２　次のいずれかに該当するときは、出勤停止とする。但し情状により譴責とする
ことがある。
　①　前項の行為が再度に及んだ者またはその情状が悪質と認められたとき。
　　　　②～④　略
⑤　会社内において、性的な関心を示したり、噂を行ったり、性的な行為をし
かけたりして、他の従業員の業務に支障を与えたとき。

３　次のいずれかに該当するときは懲戒解雇とする。但し情状により諭旨退職とす

　ることがある。
　　①　前項の行為が再度に及んだ者またはその情状が悪質と認められたとき。
②～⑧　略
⑨　職責を利用して交際を強要したり、性的な関係を強要したとき。






